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生きること

　生きるとは。多くの人がぶつかる問いで、悩んだり、忘れたふりをしたり、中にはその答えを

得ている人もいる。

　「生きることに答えはない」とよく言われる。確かに万人共通の答えはないとは思うが、個人

個人が持つ答えはあると思う。幸せな家庭を築くこと、紛争の撲滅に奔走すること、さまざまあ

るだろう。それが自分にとっての天命、生きる意味、答えだ、と信じる人がいる。そういう人は

幸せだ。

　今日この遠大なテーマに触れたのは、日々この「生きる」について考えているということもあ

るが、先日友人の母親が亡くなったことが影響している。まだ５０代だったという。遅かれ早か

れ迎える親の死だが、何か孝行するまでは生きていてほしい。自分なりに納得できる自分に成長

するまでは生きていてほしい。

　自分にとって納得できる日はまだ来ない。納得できる自分を培っている修業期間が、今だ。あ

と１年、待っていてほしい。

　今の自分の置かれている環境、つまり日本に生まれ、五体満足でいる限りにおいては、生きる

のはたやすいと思う。でも生きる意味を見出すのは難しいと感じている。今後折に触れてこのテ

ーマで書くだろう。
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